
＜様式２＞

１．施策の方向性

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 松本　晃治

基本的方針

  小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな
学力」を育み、あわせて、学校園、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育力の向上を図ります。
　一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グローバル化等の社会の変化に対応する
など、将来への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力」を育みます。

①小中一貫教育により校種間を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの１０年間の系統的な学習指導を
実現します。
②全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を上回っている学力についても、診断結果をもと
に児童生徒の学力状況をきめ細かく把握するとともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人
ひとりに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。
③すべての教科や特別活動に「言語活動」や「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な
指導を行います。
④「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生
徒が目的意識を持って主体的に取り組む学習を充実します。
⑤自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実
践モデル校等を指定し、その実践と成果をすべての学校園に普及します。
⑥家庭学習が定着するよう、学校と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。
⑦学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校、高等学校が積極的に連携・交流したり
するなど、児童生徒の知的好奇心や学習意欲を育むための取り組みを充実します。

４．社会を生き抜く力の育成

①子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する
力を身に付けるため、就学前教育から義務教育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教
育を推進します。
②「丹後学」において、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深
く考える力を育てるとともに、児童生徒の将来への夢や希望を育みます。
③児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲を高めるため、情報通信ネットワークやコンピュータなどのICT
環境を整備します。
④小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を
系統的に育成します。

重点目標 2 確かな学力・生き抜く力を育みます

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

平成24年11月
計画期間の定
めなし

１．小中一貫教育の推進

①「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの「確かな学力」と「社会を生き抜く力」を育む小中
一貫教育を着実に進めます。
②中学校区を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校園
の教育活動を進めます。
③小中一貫教育等について保護者や地域の理解を得るとともに連携を深めるため、教育フォーラムを開催す
るなど、学校教育改革に関する情報提供の機会を拡充します。
④学識経験者や市民、保護者及び学校園関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、取り組みの改
善を進めます。
⑤小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校評価を充実します。

２．学校園、家庭、地域の協働による
　　教育力の向上

①子どもの発達や学習の特性等に応じた保幼小中一貫の教育課程により、すべての学校園で就学前から中
学校修了までの系統的な指導を実施するとともに、小中学校の接続期の指導を充実します。
②教職員の授業実践力や生徒指導力を高める研修を充実します。
③加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制
を整えます。
④京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇り、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の
人々の協力と参画により、すべての小中学校で実施します。
⑤子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校園と家庭が連携した取り組みを
充実します。
⑥中学校区を単位として学校園、家庭及び地域が育みたい子ども像や課題を共有し、連携・協力して進める
地域の教育環境づくりを推進します。
⑦市民が学校の教育活動を積極的に支援する学校支援ボランティアの取り組みを拡充します。
⑧放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、地域ぐるみの学習環境の
体制づくりを進めます。

３．確かな学力の育成

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に付
けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中
学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践
するための構想を策定

ＰＬＡＮ 
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# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

③

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

④

3

4

5

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

④

⑤

⑦

6

7

8

9

10

　要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する児童の保護者等の経済的負担を軽減す
る。

現状維持

小学校就学援助事業

　副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導を実践し、学
力等の向上を図る。。

学校教育課

19,042     18,452     21,315     現状維持

小学校教育振興備品整備事業 学校教育課

11,131     11,347     10,055     現状維持

現状維持　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力」を結び付
け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．確かな学力の育成 決算額 （単位：千円）

生涯学習課

-             -             

教科用図書採択事業

全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を上回っている学力についても、診断結果をもとに児童生徒の学力状況をきめ細かく把握すると
ともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。

③ すべての教科や特別活動に「言語活動」や「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な指導を行います。

「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生徒が目的意識を持って主体的に取り組む学
習を充実します。

自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実践モデル校等を指定し、その実践と成果をすべ
ての学校園に普及します。

⑥ 家庭学習が定着するよう、学校と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。

学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校、高等学校が積極的に連携・交流したりするなど、児童生徒の知的好奇心や学習意
欲を育むための取り組みを充実します。

30,367     現状維持

　授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備し、児童の主体的、意欲的な学習活動を充
実させ、学力の向上と豊かな心を育む。

25           154         現状維持　市立小中学校で使用する教科用図書の公正かつ適正な採択を行うため、丹後教科用図書採択
地区協議会において教科用図書の調査・研究を行う。

40           

② 中学校区を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校園の教育活動を進めます。

事務の改善

授業実践力向上対策事業 学校教育課

353         統合（整理）　授業実践力開発講座、小中一貫検証講座及び教育実践力サポート講座を開設し、教員の資質
向上を図る。

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の実現に向け、協議会及び専門部会で調査研究を行う。

評価を踏まえた
今後の方向性

309         

① 「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの「確かな学力」と「社会を生き抜く力」を育む小中一貫教育を着実に進めます。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

H30決算額 H31予算額

小中一貫教育等について保護者や地域の理解を得るとともに連携を深めるため、教育フォーラムを開催するなど、学校教育改革に関する情報提供の機
会を拡充します。

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1,066       現状維持

④ 学識経験者や市民、保護者及び学校園関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、取り組みの改善を進めます。

⑤ 小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校評価を充実します。

１．小中一貫教育の推進 決算額 （単位：千円）

小中一貫教育推進事業 学校教育課

530         

２．学校園、家庭、地域の協働による教育力の向上

小中一貫教育実践事業 学校教育課

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の推進に向け、市内全域で小中一貫教育を実践する。

主な取り組み
H29決算額

子どもの発達や学習の特性等に応じた保幼小中一貫の教育課程により、すべての学校園で就学前から中学校修了までの系統的な指導を実施するとと
もに、小中学校の接続期の指導を充実します。

② 教職員の授業実践力や生徒指導力を高める研修を充実します。

③ 加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制を整えます。

⑤ 子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校園と家庭が連携した取り組みを充実します。

⑥ 中学校区を単位として学校園、家庭及び地域が育みたい子ども像や課題を共有し、連携・協力して進める地域の教育環境づくりを推進します。

⑦ 市民が学校の教育活動を積極的に支援する学校支援ボランティアの取り組みを拡充します。

⑧ 放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、地域ぐるみの学習環境の体制作りを進めます。

学校支援地域本部事業《再掲》

学校教育課

-             

小学校教育振興事業 学校教育課

26,471     22,438     47,156     

評価を踏まえた
今後の方向性

6,132       5,777       6,197       現状維持

① 小中一貫教育により校種間を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの１０年間の系統的な学習指導を実現します。

京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇り、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の人々の協力と参画により、すべての小中学校
で実施します。

事務の改善

学習支援体制整備事業 学校教育課

1,743       1,242       2,078       現状維持　「教育と学びのまち　京丹後」の実現に向け、放課後や土曜日を活用した教育活動の実証研究
を実施することにより、子どもたちの学びを支援する仕組みづくりを進める。

　副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導の実践や部
活動、体育大会等への参加を支援し、学力等の向上を図る。

32,444     29,511     

中学校教育振興事業 学校教育課

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 
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11

12

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

13

14

15

16

17

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

18

19

1

2

拡大

奨学基金 教育総務課

984         10,607     

26,626     

統合（整理）

外国語指導助手招致事業 教育総務課

25,858     28,080     

4,265       3,079       

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

23           改善・効率化　経済的に困窮している世帯で勉学意欲のある大学・専門学校生等に対し、奨学金の給付するこ
とを目的とした奨学基金への積立金

計 223,925   190,767   274,580   

奨学金事業 教育総務課

23,672     

中学校教育振興備品整備事業 学校教育課

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

23,391     現状維持

現状維持　外国青年を外国語指導助手（ALT）として招致・任用し小中学校で授業等の補助を行うことで、
外国語教育及び国際理解教育の促進を図る。

小・中学校情報教育環境整備事業【再編交付金活用事業】《再掲》

9,010       7,953       7,531       

学校教育課

32,782     18,161     

決算額 （単位：千円）

現状維持　授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備し、生徒の主体的、意欲的な学習活動を充
実させ、学力の向上と豊かな心を育む。

評価を踏まえた
今後の方向性

-             -             　平成26年度に整備した市内の全小中学校27校（小学校20校、中学校7校）の情報教室パソコン
等について、平成30年度分のリース料を支出する。

事務の改善

26,123     20,771     

71,556     

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

中学校就学援助事業 学校教育課

　小中学校の情報通信ネットワークの整備・維持管理を行うとともに、情報管理の徹底と学校情報
化を推進する。

学校情報化推進事業

４．社会を生き抜く力の育成

学校教育課

-             

11,492     16,564     改善・効率化　経済的に困窮している世帯で勉学意欲のある生徒や学生に対し、奨学金の給付及び貸付を行
い、就学を支援する。

　要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する生徒の保護者等の経済的負担を軽減す
る。

4,365       現状維持一般財団法人自治体国際化協会の「語学指導等を行う外国青年招致事業（JETプログラム）」を活
用して国際交流員を任用し、現代社会のグローバル化に対応する。

児童生徒国際交流事業 学校教育課

3,345       2,977       4,682       現状維持　語学力の向上はもとより、国際感覚をもちグローバル社会で活躍できる人材を育成するため、国
際交流事業を推進する。

子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する力を身に付けるため、就学前教育から義務教
育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推進します。

「丹後学」において、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深く考える力を育てるとともに、児童生徒の将来
への夢や希望を育みます。

③ 児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲を高めるため、情報通信ネットワークやコンピュータなどのICT環境を整備します。

④ 小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を系統的に育成します。

国際交流員招致事業 学校教育課
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

2

3
　小中一貫教育モデルカリキュラム及び保幼小接続モデルプラン等を活用した各学園での系統
的で一貫性のある指導を充実させるため、授業改善・授業研究を更に推進するとともに、全国学
力・学習状況調査の学園分析結果を活用し個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

　学園コーディネーター等の配置を継続するとともに、各学園に設置された学校・地域連携協議
会の学園運営協議会（コミュニティ・スクール）への移行を図るとともに、学校、家庭、地域が連携し
た学習環境の体制作り、目指す子ども像に基づく学校・地域が連携した取組みを推進する。

施策展開の考え方

1
　28年度からの小中一貫教育の全市展開を踏まえ、学園単位によるPDCAサイクルの確立とその
検証・評価に基づく小中一貫教育推進基本計画等の適切な改訂を行う。また、各学園を会場とし
た市教育フォーラム等の啓発活動により、教職員・保護者・地域住民への成果の明確化を図る。

4
　総合的な学習の時間を活用した「丹後学モデルカリキュラム」の自校園化に向けた取組みと興
味・関心・意欲を高めるICT機器の整備推進を図るとともに、中学生の海外派遣や児童生徒の国
際交流等を推進することにより、国際社会を生きる日本人としての基礎的な能力の育成を図る。

×

主な目標指標

目標指標 単位

一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着 ％

区分 No. 具　体　的　内　容

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

◎

○

《学校園関係者による中学校区（学園）ごとの検証・評価・取り組みの改善のサイクルの確立（実施中学
校区）》
　 各学校の関係者評価は、小中一貫教育の諸計画及び各学園の重点等を基盤に作成している。また、各学園の
学校関係者評価の必須項目に「小中一貫教育の推進」を設定することで、学園の取組み等の検証・評価を各校園
単位でＰＤＣＡサイクルにより進めることができた。今後は、すべての学園に設置されている学校と地域との連携組織
による学園評価について、更に充実させるための体制整備が必要である。

《学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の児童生徒の割合》
　 学校の授業時間以外の勉強時間が1時間以上の児童生徒の割合は、小学生では3.4％増加したものの中学生は
4.2％減少した。各学園で「家庭学習の手引き」を作成・配布するなど、学習習慣の定着に向けた取組みや指導の効
果は表れてきているものの、小中学生とも目標値にはあと一歩届いていない状況である。引き続き、家庭学習の充
実に向けた家庭との連携を日常的に進め、家庭学習習慣の定着をより図っていく必要がある。

《一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着》
 　全国学力・学習状況調査結果は、小学校において一部の教科で全国平均を下回ったものの、おおむね全国平
均以上の学力を付けている。各校園が学力調査の結果を分析し、授業改善や個に応じた支援を丁寧に行っている
ことや、一貫性のある系統的な指導が確実に進んでいる成果と捉えている。引き続き、児童生徒の学力向上を図る
ため、各校園の授業改善や授業研究等を推進していく必要がある。

《将来の夢や目標を持っている生徒の割合》
　 将来の夢や目標を持っていると回答した生徒の割合は、前年度比で4.3％増加し、おおむね全国平均と同じ状況
となっている。引き続き、キャリア教育の視点も入った「丹後学」のモデルカリキュラムを積極的に活用するとともに、
生徒の自己肯定感を高める取組や小中一貫教育によるキャリア教育のより一層の推進・充実を図っていく必要があ
る。

○

▲

基本的方針

　小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな学力」を育
み、あわせて、学校園、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育力の向上を図ります。
　一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グローバル化等の社会の変化に対応するなど、将来
への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力」を育みます。

将来の夢や目標を持っている生徒の割合＜中学生＞ ％

70.0
「全国学力・学

習状況調査」生
徒質問紙（中３）

H25 72.0 H30 90％以上 R6

８０％以上 R6

学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の生徒の割合＜中学生＞ ％

50.6
「全国学力・学

習状況調査」生
徒質問紙（中３）

H25 57.8 H30 ７０％以上 R6

学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の児童の割合＜小学生＞ ％

73.2
「全国学力・学

習状況調査」児
童質問紙（小６）

H25 79.6 H30

小中学校
各教科の
全国平均
正答率

学校園関係者による中学校区（学園）ごとの検証・評価・取り組みの改善
のサイクルの確立（実施中学校区）

中学校区 0 H25 6学園 H30
6　（全中学校区
で実施）

R6

計画作成時 実績値（現状）

小学校国語
Ｂ，算数Ａ・
Ｂ、理科を除
く全教科全
国平均以上

H30
市平均の全教科
全国平均以上

R6

目標値

年度 年度 年度

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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